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ケラトアカントーマ (KA)13例，有椋細胞癌 (SC 
C) 29例などの腫虜細胞を対象に電顕写真による観察
を行った。 1症例につき30'"'-'50個の核を選び，核膜の
長さ (X)と核面積 (y) を計測し，下記の計算法で，
核不規則性指数 (nuclearirregularity index， N 1 1) 
を求めた。
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別の平均N1 1はSV (1.195:tO.122). N S (1.236 
:t0.152). A K (1.254士0.204). KA (1. 328:t0 .215)， 
































与も推測され. N 1 1および特殊核出現頻度の高値を
もって，癌か否かの判定を行うことは困難であること
が明らかとなった。しかし，有椋細胞癌に関するかぎ
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